
１１月２０日（水）に、今年度３回目の学校運営

協議会が東小学校・図書スペースで開催されました。

今回は、①学習発表会の反省②学校支援活動の報

告③「東小っ子 子育てプラン」策定についての３点

について協議しました。
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令和元年１１月２８日発行

今回で運営協議会も３回目となりました。徐々に形になってきた活動もありま

す。他校でもいろいろな工夫や独自の取組も進められていますが、地域と学校

のつながりを大切にしながら、単発的なものではなく、今後さらにつながって

いくものにしていきたいものです。今はそのベースづくりの年だと思いますの

で、皆さんでその土台をつくっていきましょう。

各学年の振り返り（「学び合い」「認め合い」「高め

合い」の姿）について、事務局からの紹介をもとに学

習発表会についての感想や意見を交流しました。次の

ような質問や意見がありました。

◇２年生の自己肯定感を高める活動とは何か。

◇評価と反省で反省ばかりになってしまう。よさにも目を向けていきたい。

◇３年生の遊戯の見直しについて、遊戯の素晴らしさもあるので、大変という

理由だけでの変更は考えていただきたい。

◇評価のベースラインは各学年ごとに設けているのか。

学校運営協議会と密接に関連する活動として、先駆

けて取り組んでいる活動について報告されました。

年間を通じて東小学校の全学年でコミカ

レ生との合同学習を設定している。異年

齢の人との関わり方や気遣い、体験的な

活動等、日常の教育活動では得ることの

できない貴重な学びの場となっている。

本校では、地域で子どもを見守る体制が充実している。校

区の安心会議、ＰＴＡによる街頭指導・パトロールなど。

特に、各町内会長、民生児童委員コミセン役員など５０名

弱で構成された東小安心会議では、巡視計画表の作成や巡

回パトロールなど組織的かつ主体的な活動を継続してい

る。「すばらしい活動だが大変さもある中で、継続して行

っていることに感謝している」という感想も交流された。

毎週月曜日を朝の読書の時間とし、全

児童が落ち着いて読書に取り組める時

間を確保している。また、月に一度

「読み聞かせの会」の方々が来校し、

各学年で読み聞かせを行っている。



地域とともにある学校を目指し

ている学校運営協議会。今年度の

目玉の一つが「子育てプラン」の策定です。これまで、子育てワークショップを通して「学校・地域・家庭」

の三者で“育てたい子どもの姿”を共有するために、家庭や地域の声を集約してきました。

今回は、目指す子どもの姿の実現に向け、三者の役割を確認しながら「東小っ子 子育てプラン」の素案に

ついて協議しました。様々な観点から活発な意見交流が行われました。

今後は、いただいたご意見をもとに、三者が共通のビジョンをもった取組が可能となるよう、内容を精査

しながら東小オリジナルの『子育てプラン』を策定していきます。

このプランを各家庭におろして

いくためには、フォーマットや

デザインも工夫していきたい。

強い意志でみんなで育てて

いくということを共通して

取り組んでいけるようなも

のになるといい。

それぞれの項目を３つでまとめるのは

見やすい。地域は３つ。学校はテーマ

は３つだけど９個に、家庭も８個…す

べて３つで統一されると見やすいので

はないか。

「家庭で大切にしたいこと」

は、「伝えよう・・・」「育

てよう・・・」「話し合おう

・・・」など韻を踏むと分か

りやすい。

家庭の基本というのを訴えたらど

うかな。簡単なことかもしれない

けど、分かり合えるものがいい。

“本当に”家庭でできる内容の方が

いいのでは。

家庭では、増やそう（家族との時

間・会話・読書）伝えよう（自分

の気持ち・あいさつ・感謝）続け

よう（生活習慣・家庭学習）など

を大切にしていきたい。

「家庭」は、家庭内でしかで

きないことを重点的に入れて

いったほうがいいのかな。

書かれている内容はこれでいいと

思う。地域の３つの内容はそれぞ

れのアクションプランが具体化さ

れているので、そのように体裁を

整えていくといい。

いろいろなことをイメージできる

言葉に集約できれば…。

目指す子どもの姿を共有し、学校・家庭・地域が協力して進

められる「東小っ子 子育てプラン」を提案していきます！


